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治
タイプライタ
親族間の紛争調整

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
９

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
田中　一郎
田中　裕子

治
タイプライタ
申立人の戸籍謄本１通、相手方の戸籍謄本１通

治
タイプライタ
東京

治
タイプライタ
杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
１６８

治
タイプライタ
００８２

治
タイプライタ
０３

治
タイプライタ
３３３３

治
タイプライタ
３３３３

治
タイプライタ
東京都杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
同上

治
タイプライタ
田中　一郎

治
タイプライタ
タナカ　イチロウ

治
タイプライタ
４７

治
タイプライタ
９

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
会社員

治
タイプライタ
東京

治
タイプライタ
杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
１６８

治
タイプライタ
００８２

治
タイプライタ
０３

治
タイプライタ
２２２２

治
タイプライタ
２２２２

治
タイプライタ
東京都杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
同上

治
タイプライタ
田中　和子

治
タイプライタ
タナカ　カズコ

治
タイプライタ
２５

治
タイプライタ
６

治
タイプライタ
１２

治
タイプライタ
無職

治
タイプライタ
相

手

方
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治
タイプライタ
申立人両名と相手方間の親族間の紛争を調整することを求める。

治
タイプライタ
１　申立人両名は夫婦であり、相手方は、申立人一郎の父の後妻である。
相手方は平成＊＊年＊＊月＊＊日父と婚姻し、父とともに申立人夫婦の住
宅の離れに住むようになった。
２　父は平成＊＊何＊＊月＊＊日病死した。相手方は父の生存中は父の看
病をよくし、申立人両名の長男をとても可愛がってくれたが、父死亡後は
、毎日パチンコに明け暮れ、老後の費用を浪費し、申立人両名との仲も悪
くなった。
３　申立人両名は、相手方に対し、パチンコを程ほどにするように言うな
どすると、喧嘩になってしまいます。
４　申立人両名と相手方間との親族関係の調整を求めるため本申立をする。




